
はじめに

残念なことですが、以下の２件は明らかなことです。

１，今後、いじめはどの学級でも起こりうる
２，今後、いじめはなおさら深刻化していく

教師は、「いじめ問題」に対して、どう対応すればいいのでしょうか。
国としては、次の２点が求められるでしょう。
１，家庭教育・社会教育への強力な支援
２，「25人学級の実現」と「教員数の増大」

各学校では、学校長の指導のもとで以下の２点に早急に取り組む必要があるでしょう。
１，自尊感情・自己有用感を高める授業や行事の創造
２，「いじめに関する研修会」「いじめ防止全校協議会」「保健室の充実」「児童会・生徒会による

対策委員会」「学外の専門機関との連携」などを実施し、「いじめ発見システム」と「いじめ
対処システム」を確立すること

そして、担任のあなたには、いじめ問題の予防・低減を図る「学級づくり」と「道徳授業」に打ち
込んでいくことが求められます。

現在、安倍政権の教育再生実行会議が、
・第三者組織を設け、いじめの通報を受けて解決にあたる
・いじめた子には懲戒や出席停止など毅然とした指導を行う
・道徳教材を充実させ、道徳を教科に格上げし、いじめの定義や相談体制を定めた基本法を制定する
などを提言し、いじめ問題に対して新たな動きが起こっていますが、誰かが何かをしてくれること

を持つのではなく、とにかく担任のあなたから打って出る必要があります。
子どものいのちを直接預かる担任には、悠長なことは言っておれないのです。

学級でのいじめは、６月と11月頃の２つの山で発生します。
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４月、最初は、どの子だって、
「新しいクラスの友だちと仲良くしたい。新しい先生と親しくしたい」
と思っているのです。
しかし、３ヶ月も経つと、必ず人間関係の歪みが出てきます。
そして、「上靴の中に何かを入れられた」などのトラブルが起こってくるのです。
それを、何とか担任が押さえ、いったん沈静化しますが、夏休み後、そのいじめが増幅していき、

11月頃に大きな山場を迎えることになります。

優れた担任は、以下のことを行っています。

「いじめは、６月と11月頃の２つの山で発生する」という見通しを持ち、以下の２点に自ら取り
組んでいる。

①４月から、学級づくり（支持的風土と規律のある学級→人間性を磨き合う学級）に取り組
んでいる。

②６月前と11月前に、必ず自ら「手」（いじめや思いやりに関する道徳授業）を打っている。

こういう指導を行っている担任のクラスでは、６月と11月に来る「山」は小さな山となります。
また、来ても、解決しやすい山となります。
大きな問題には発展しないのです。
教師として当たり前の「学級づくり」と「道徳授業」を適時適切に行っていること、すなわち、教

師としての「平凡」に徹していることが、いじめ問題の予防・低減に繋がっていくのです

ですから、なにも奇をてらったことを行う必要はありません。
「奇道」や「邪道」は、長い目でみれば、「本道」に勝てません。
教師にとっての「本道」である「学級づくり」と「道徳授業」に打ち込むことこそが肝要なのです。

私の主張をまとめます。

１，いじめ問題の予防・低減を図るには、「方法」と「計画」が必要である。
２，教師として当たり前の「学級づくり」と「道徳授業」を適時適切に行っていくということ
が、いじめ問題の予防・低減に繋がる。

３，いじめ問題が起こる「６月前」と「11月前」に、いじめに関する道徳授業を行っておくこ
とがポイントとなる。

４，「６月前」と「11月前」に行う道徳授業で用いる資料は、身近な問題として感じることので
きる「現実感」のあるものにすることが重要である。

いままで日本の教育界には、「いじめ」と正対する授業内容があまりにも不足していたのではない
かと思います。

問題が起こったあとの事後的な対応にばかり振り回され、「こちらから打って出る指導（授業）」が
あまりにも弱かった。
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（あなたの学校の教育課程の中に、「いじめ」に関する授業が組み込まれていましたか？）

また、実践していたとしても、「思いやり」「謙虚な心」「友情」｢公正・公平」などの価値項目の内
面的自覚を図る授業で、たとえば、資料｢キング牧師」を用いて、偏見をせずに、公正・公平に友だ
ちとかかわる、等をねらう授業であったと思います。

こういう授業は本当に大事で、道徳教育の根幹をなすものと思いますが、この手の授業だけでは、
いじめの歯止めとはなりにくい。

弱い。不十分なのです。

もっと具体的なもの、もっとストレートにいじめを扱った資料で授業実践を進めていく必要があり
ます。

いじめの「具体」を取り上げて、現実の醜さを直視させ、「ならぬものはならぬ」と徹底して教え
ていく。また、心のひだまで染み入り感じさせ、悪を憎む心を育んでいく、そういう道徳授業が少な
すぎたのです。

いじめ問題に関する知的な理解と情的な理解の結合を図った、子どもの心に響く、子どもの心を打
ち振るわせる道徳授業を開発していくべきだと思います。

さぁ、やりましょう！
やはり、担任のあなたが、子どもたちのいのちを守り育てていくキーマンなのです。
なんとしてでも、「学級づくり」と「道徳授業」で、子どもたちの中にある「正義の感覚・心」を

育てていきましょう。
それこそが、いじめ問題への現実的、かつ根本的な対処法となります。

以下に、６月前と11月前に行う道徳の授業例を提案します。

いじめ問題の１つ目の山が来る前に、１～５のような道徳授業を実践しておくと、その「山」が小
さいものになったり、あるいは起こっても解決しやすいものになるでしょう。

１，どれがいじめ？

○資料・・・・自作のプリント（子どもの理解力に応じて作成する）
○願い・・・・「どれがいじめになるのか」理解し、「それはいけないのだ」という心（共通認

識）をクラスの全員に持たせたい。
○対象学年・・小学低学年～中学生

Ⅰ　６月の前に
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１，４月に実施（学級開き後、できるだけ早く）

（起立、礼）
（黙って、「いじめ」と大きく板書する。）
はい、今日は、いじめについて勉強します。

いじめと言えば、どんなものがありますか？はい、この列、一つずつ。
「蹴る」「無視する」「ブタと言う」・・・他には？「画びょうをクツに入れる」。
うん、そうねー。他には？・・・もうないですか？

では、プリントを配ります。
「これはいじめだ」と思うものをチェックしながら、読んでいきましょう。

どれがいじめなのだろう？

□　①そうじや給食当番など、自分のやるべきことを他の人にやらせる。
□　②体そう服や教科書などの自分の忘れ物を他の人に借りに行かせる。
□　③自分のカバンや荷物を、命令して他の人に持たせる。
□　④本人が行きたがっていないのに、むりやり誘って連れて行く。
□　⑤「これ、ちょうだい」と言って、給食のおかずをサッと取る。

□　⑥「かして」と言って、えんぴつやお金などを借り、そのまま返さない。
□　⑦かげ口を言ったり、ありもしないことを言いふらしたりする。
□　⑧イヤなあだなとか、本人が気にしている弱点をズケズケと人前で言う。
□　⑨「足が短い」とか「太い」など、他人の身体のことを言いふらす。
□　⑩人の教科書やクツなどをわざと隠したり、作品をこわしたりする。
□　⑪自分では直接しないで、人を使っていやがらせをする。

人を使って、暴力をふるわせたりする。
□　⑫「プロレスごっこ」だと言って、首をしめたり、おさえこんだりする。
□　⑬たいした理由もないのに、なぐったり、けったり、「カタパン」をしたりする。
□　⑭年下の子に命令して、おじぎやあいさつを必ずさせるようにする。
□　⑮クラブなどで、「練習だ」と言ってむりやりしごく。

□　⑯「親や先生に言うと許さないぞ」と言って、口止めする。
□　⑰ひとりを大勢で無視したり、仲間はずれにしたりする。
□　⑱ダンスの時などに、わざと手をつながない。
□　⑲机をわざと離す。くっつけないようにする。
□　⑳「○○菌」などと、人をばい菌あつかいする。

□　㉑自分たちのグループから離れたがっている人を自由にさせない。
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□　㉒教室の黒板などに、「バカ」「死ね」などと、書いたりする。
□　㉓その人が指されると、「エッー」「キモッ」などのヤジや奇声が発せられる。
□　㉔嫌がっているのに、何度も何度も携帯で電話したり、メールを送る。
□　㉕その人の写真の顔の部分や作品などに画びょうをつけたりする。

□　㉖修学旅行の班をつくる時にはずす。班にいれてあげない。
□　㉗口をきかない。

どうでしたか？チェックしたものはいくつありましたか？
４人組になって、まずは、「どれとどれがいじめと思うか」自分のチェックしたものを説明しまし

ょう。その後、班として、どれがいじめなのか考えてください。

では、各班の「どれがいじめなのか」の考えを発表してもらいます。
１班は？・・・①番と⑥番はいじめ。
２班は？・・・ぼくたちのグループは、①⑥だけじゃなく、③⑤⑧⑨⑩番もいじめになると思います。
・・・すべての班の考えを聞きましたが、他の班に何か質問はありませんか？

（出ない場合）えっー、１班から２班に質問があるんじゃない？
・・・ないかなぁ？では、先生からですが、２班はどうして、①⑥だけじゃなく、③⑤⑧⑨⑩番も

いじめであると考えたのですか？

だって、全部、自分がされたらイヤだもん。あんなことされたら、ほんとイヤ！
あぁ、なるほど、されている方が「イヤだ！」と感じるものは、すべていじめになるという考えで

すね。うーん、なるほどねー。
では、されている方が「イヤだ！」と感じるものは、①⑥③⑤⑧⑨⑩番以外にはありませんか？

・・・・各班の考えを発表し、話し合いをしてきましたが、実はね、この27項目、すべていじめに
なるんです。（エッーという声）

はい、すべていじめになります。（低く、ゆっくり言う）

じゃあ、この27項目のなかで、私たちのいまのクラスにあるものはどれでしょう？
うちのクラスにあるな、と思うものに〇をつけてください。

・・・・では、残りの時間で、「今日学んだこと」と「授業を受けて思ったこと」を自由に書いて
ください。
（この感想の中から、「〇番と□番もいじめなんだ。いけないことなんだ。僕たちのクラスから〇番

と□番をなくすようにしよう。注意しあおう」という声を拾い上げ、翌日の学級通信で広めていく）

２，まずは、「いじめ」の理解を

道徳教育には、以下の３つのやり方があります。
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①「心情」から入るやり方
②「頭」で理解することから入るやり方
③「行動」から価値の自覚につなぐやり方（モラルスキルトレーニングなど）

本授業は、②の「頭」で理解することから入るやり方です。
子どもたちの中には、「いじめ」というものがわかっていなくて、人をいじめている場合があります。
ですから、「いじめとは何か？」の正確な理解が、まず必要なのです。

次に、資料についてです。資料には、大きく２つの側面があります。
①「教え、伝える」という側面
②「“なるほど”と納得でき、“すごいな”と感動できる」側面

本授業の資料は、理解を行うための、「教え、伝える」という面を多く持ちあわせたものでなけれ
ばなりません。

そこで、全国の実践を見てみますと、「いじめ」に対して理解を図るために、以下の「いじめの定
義」を資料としている授業が多いようです。

いじめとは、
①一定の人間関係のある者から、
②心理的・物理的な攻撃を受けたことにより、
③精神的な苦痛を感じているもの。

なお、
④起こった場所は学校の内外を問わない。

決して、悪いことではありません。
しかし、これでは、子どもたちにはピンとこないのです。わかったようでわからない。なにやらボ

ヤッとして、つかみにくいのです。

理解を図るための、「教え、伝える」ことを、子どもたちの「具体的な姿や行動」を通したものか
ら行っていきたい。
「具体」から学ぶと、イメージを捉えやすくなり、いじめというものがわかる。
鮮明にわかると子どもたちのいじめにストップがかかる。

「わかること」が「良心の形成」に繋がるからです。
また、「良心からの注意しあう声」がクラス中に広がり、クラス内でいじめを防ぐ「歯止め」が形

成されることになります。

「どれがいじめなのだろう？」のプリントは、私が現在の中学生を想像して作成したものです。先
生には、これを参考にして、自分のクラスの子どもたちが実際にやりそうな「具体的行動」から、い
じめを理解できるプリントを作成してくださるようお願いします。

子どもたちが、「これはいじめなんだ。いけないんだ」とサッとハッキリわかる資料を作成できる
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かどうかがポイントです。

できます。
教室(現場）にとことん通いましょう。
子どもをとことん見つめましょう。ふれあいましょう。
とことんです。そうすれば、「これを示さなければ」というのが自ずと浮かんできます。

なお、授業実践においては、発表した子に、「なぜそう思ったのかな」という問い返しをしたり、
ゆさぶり発問をすることを忘れないでください。
〈教師の発問　→　子どもの発表　→　板書〉
の繰り返しという平坦で深まりのない授業にならないように。
「１班の発表に〇〇という考えがありましたが、みなさんはどう思いますか？」などと、子どもた

ちに返し、子どもたちが「真実」に気づいていくよう支援してください。

２，眉毛を下げている３人へ

○資料・・・・教室内を描いた絵（佐賀県教育センター　佐藤幸規：作）
○願い・・・・「傍観はいけない」ということを理解し、「クラスにいじめがあれば、何かしら

助ける行動を起こしたい」という心を持ってもらいたい。
○対象学年・・小学低学年～中学生

１，４月中には実施したい（「どれがいじめ？」の授業の後、連続させて実施）

（起立、礼）
はい、今日は、絵が描いてあるプリントで勉強します。
絵を見て、「いけないなー」と思う箇所に〇をつけていってください。
・・・では、発表してもらいます。いけないなーと思うもの１つずつ。はい、この列。

「左下の方で、女の子の髪の毛を男の子がひっぱっています」
あぁ、そうだね。いけないねー。引っ張られている女の子はどうしてる？

「足をバタバタさせて泣いてる」
うーん、泣いているように見えるね。痛いよね−。では、次。

「そのすぐ右で、大きな男の子を３人の男の子が蹴っている」
あぁ、これもいけないねー。しかも、蹴っている３人は、なにか楽しそうに蹴っているね。蹴られ

ている子は悲しそうな困っている顔をしているのに。これはいけないねー。
「そのすぐ右では、給食準備している女の子を通せんぼして、困らせているよ」
「ごはんをついでいる男の子が、ご飯をとんでもなく大盛りにしているよ。女の子は目を丸くして

驚いている」

・・・・はい、みんな、よく発見してくれました。
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このクラスには、いけないことがたくさんたくさんありましたね。
ところで、「大きな男の子を３人の男の子が蹴っている」絵の左上に、なにか悲しそうな心配そう

な顔をして、この大きな男の子を見ている３人の子たちがいるのわかります？
１人は男の子で、２人は女の子かな。３人とも眉毛が下がっている。わかりました？
はい、では、この眉毛を下げている３人は、悪いか、悪くないか？
いまから、立場討議をしましょう。

立場討議というのはね、「悪い」というグループだったら、「これこれこうだから、悪い」という意
見を言っていくのです。「悪くない」というグループだったら、自分の本心とは違っても、「これこれ
こうだから、悪くない」という意見を述べていくのです。

いいですか、自分の本当の考え、本心を言うのではなく、その立場に立って、意見を言っていくん
ですよ。

では、こちら半分の人たちは、「この３人は悪い」という立場で。こちらの半分は、「悪くない」と
いう立場で、意見を言っていくことにしましょう。
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まずは、こちら。「この３人は悪くない」という立場の人、意見をどうぞ。
「これこれこうだから悪くない」という意見をどうぞ。
「この３人は、蹴ったりしていないから悪くない。何も暴力をふるっていないから」
「この３人は、蹴られている男の子のことを心配しているようだ。心の優しい子のようだ。だから、

悪くない」
他には。
「すぐ右側には、何か喜んで見ている２人の男の子がいるが、この２人のように、人がいじめられ

ているのをはやしたてたりしていない。いじめを見て喜んだりしていない。眉毛をさげた３人は、大
きな男の子のことを心配しているのだ。いい人たちなのだ。だから、悪くない」
「眉毛を下げている３人は助けたいんです。でも、それをしようとすると、今度は自分たちがいじ

められるから、何もできないんです。これは仕方ないんです。悪いとは言えない。」

はい、ありがとうございました。
周りの絵などもよく見て、鋭い意見を言えましたね。素晴らしいです。
では、今度は、こちら。「悪い」という立場のグループ、意見をどうぞ。

「たしかに、蹴ったりしていないけど、心配そうに見ているだけじゃ、この大きな男の子はいじめ
られっぱなしじゃないか。だから、悪い！」
「この３人は、蹴られている男の子のことを心配している。心の優しい子だと思います。でも、勇

気がない。勇気がないのはダメだ！だから、悪い」
「この３人は、人がいじめられているのをはやしたてたりしていない。でも、いじめを見て喜んで

いるこの２人に注意するぐらいできるのではないか。いや、しなくちゃいけないと思う。注意してい
ないのは悪い」
「たしかに、注意すると、今度は自分たちがいじめのターゲットになるという不安もあるんでしょ

う。でも、だからといって、悲しんで苦しんでいる友だちをほっておくというのはいけない。とにか
く、じっと見ているだけでは何も解決しないので、悪い」

たくさん出てきましたね。ありがとうございます。
「悪くない」の立場の人たちから、いま出てきた「悪い」という立場の人たちに質問や意見はあり

ますか？

・・・ありませんか。では、先生から、「悪い」という立場の人たちに質問です。
では、この眉毛を下げている３人は、どういうことをしたらいいと思いますか？

「蹴っている３人に、“やめな”と言う」
「はやしたてている２人に、“喜ぶんじゃない。ふざけるな”と注意する」
「先生を呼びに行く」
「先生に訴える」
「注意しようとする仲間を増やす」
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・・・うん、そうですね。こういうことをするといいですね。
じゃあ今度は、立場ではなく、君の本心からの気持ちを、この３人の眉毛を下げてる人たちに手紙

にして送りましょう。
「ぼくは、悪くないという立場で意見を言ったけど、～などができるといいね。頑張って」という

感じで、お手紙を書いてください。
お手紙を書き終えた人は、残りの時間は自習時間に使ってください。

２，傍観者への教育こそが重要

道徳の時間に学習することは、以下の３つです。

①わかっているけど、わかっていないこと
②あるいは、弱まっていたり、忘れてしまっていること
③いつもいつも見つめ直し、自己の心に問い直さなければならないもの

・いじめは被害者（いじめられている子）と加害者（いじめている子）だけの関係で成り立っている
ものではない。観衆（積極的是認）や傍観者（暗黙的支持）がいるからこそ成り立っている。

・いじめの被害の多さは、学級内のいじめている子の人数や観衆の人数よりも、傍観者の人数と最も
高い相関を示す。

・いじめの性質は，加害者だけでなく、周りの子どもたちの反応によっても決まる。
・いじめ防止には、いじめ加害者の周りの人々からの抑止力が不可欠である。
・いじめを行うと、友だちから「悪いことをしている」という視線が向けられることがいじめ防止の
最大の圧力となる。

これらのことは、子どもたちもうすうす気づいているのではないでしょうか。
傍観はいけない、ということは、ほとんどの子が頭ではわかっているものです。
しかし、弱まったり、ときに忘れてしまったりする。

それゆえ、
「傍観者が増えると、いじめっ子は、その力を増す。
一方、傍観者が減り、注意する雰囲気が学級内にあると、いじめっ子の力は弱まる。
いじめっ子がしていることを黙って見ていることは、いじめっ子のしていることを認めることにな

り、いじめっ子の勢いを限りなく増大させていく。
ゆえに、黙って見ていること、傍観は『悪』である」
ということを、何度も何度も学び直していく必要があるのです。

子どもたちに、なんとしてでも、
「黙って見ていること（傍観）はいけないんだ！注意する勇気を持とう。注意できる正義と勇気の

ある人間が立派な人間なんだ。あぁ、私はそんな人間になりたい」
という心を持ってほしい。
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本授業のような実践を通して、傍観者を減らす取り組みが全国の学校で行われますことを心から希
望致します。

なお、茅ヶ崎市内の中学３年生のクラスで、本授業を実践してくださった先生がおられます。
そのクラスでは、以下のような手紙が書かれました。紹介します。

【眉毛を下げている３人へ】
目の前でいやがらせをされている人がいる。
それを君たちは知っている。
でも、ただ見てるだけだ。
いやがらせをされている人はきっと君たちにＳＯＳを心の中で求めている。
それを君たちは無視して何もしない。

君たちはどっちなんだ。
助けるのか、それとも無視し続けて、いやがらせの仲間の一員になるのか。

君たちは一人じゃない。
３人そろっていけば、相手の人数と変わらない。
それが怖ければ、他の人を呼べばいい。

いま、君たちは変われる。
さぁ、一歩を踏み出せ。

【眉毛を下げている君へ】
私は、君たちの表情を見て、助けたいのに助けられない悔しさ、そして、もどかしさが伝わ

ってきました。
私も助けたいけど助けることのできない悔しさはとてもよくわかります。経験したことある

から。

でも、ずっと見てるだけじゃ何も変わらない。
いじめられてしまっている子の心がズタズタになってしまう前に、助けてあげてほしい。次

は、自分がやられるかも、という考えは捨てて。

もし、その子を助けて、自分が次の標的になってしまっても、君たちは１人ではないから。
だから、先生に相談するだけでもいいから、その子を助けてあげてほしい。
大変なことになる前に・・・。

嬉しく思います。本当に嬉しく思います。
私の講演を聞き、早速、授業実践に取り組んでくださった先生がいてくださったこと。
そして、授業を通して、先生が、子どもたちの「人間の心」をグイと引き上げ、「正義の風」をク
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ラスに広め、いじめ問題の低減を図ってくださっているということ。

こういう先生がいてくださる限り、日本の教育は大丈夫です。
日本の教育は決して死んでいません。
日本の教育、日本の教師には、大いに希望が持てます。

３，和顔愛語（わげんあいご）

○資料・・・・特になし
○願い・・・・「微笑みのある和やかな顔で、愛の言葉、思いやりのある言葉を発する人間って

いいな。私もなりたいな」という心を持ってほしい。
○対象学年・・小学高学年～高校生

１，中学１年生、入学式の翌日に授業

（起立、礼）
（黙って、「○顔○語」と大きく板書する。）
これは人間として立派な態度を表す言葉です。○にあてはまる漢字は何でしょう？
「丸顔英語」（丸い顔の人が英語を頑張るという意味かな？）（笑）
「△顔国語」（あぁ、今度はさんかくの顔の人が国語を頑張る？）（笑）
「笑顔仏語」（笑顔でフランス語。しかも、「ほとけ」の言葉がわかる）（オー、スゴイ）
はい、実はね、ここには、こういう文字が入るのです。
「和顔愛語」（黄チョークで書く）
平和な穏やかな微笑みのあるお顔で、愛のある言葉、相手を思いやる言葉を言う、という意味です。

こういう人間が素晴らしいと昔から言われてきたのですが、どうですかみなさん、みなさんの周り
に、この「和顔愛語」の逆「鬼顔憎語」、鬼のように怒った顔をして、人を憎しむようなことばかり
言っているような人はいませんか？
「いる、いる。いっぱいいる。う、うちのお母さん」（笑）
はい、はい、名前は出さなくていいですから。（笑）
とにかく、僕たちは「鬼顔憎語」ではなく、「和顔愛語」穏やかな微笑みのある平和なお顔で、愛

のある言葉、相手を思いやる言葉を言う人間になりましょう。

では、今から「和顔愛語」になる練習をしますよ。
まず、みんな、笑顔で自分の苗字を言いながら、男女別あいうえお順に並んでください。
笑顔で、「赤坂でーす。赤坂でーす」という感じで自分の苗字を言いながら、男女別あいうえお順

に並んでいくのです。
はい、では、始め。
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・・・・できましたか。ちょっと確認してみましょうかね。先頭の人から苗字を言ってみて。
はい、拍手！完璧にできていましたね。スゴイ、スゴイ。

では、次は男女２人組みをつくります。
一番先頭の人どうし、次は２番目の人どうし、次は・・・・。

はい、では、２人組みで活動します。
（「○あて」と板書する）
みなさん、ケガを治療することを、「何あて」と言いますか？

「手あて」
そう、手あてと言いますね。これは、古人が、昔の日本人が、手をあてるだけでケガの治療になる、

特に心の傷を癒やすことができる、ということを私たちに言葉を通して教えてくれているのですよ。
はい、では、手あてを体験してみましょう。
心の傷が癒やされる感じがするかな？
心が優しくなるかな？

（目を閉じて手あて。１分間）
はい、止め。（おぅー！）

では、次の活動いきましょう。
次は、（「ほほえみ」と板書する）ほほえみ。
最初、目を閉じて手あてをしています。そして、

先生が「はじめ」と言ったら、ほほえみながら見つ
め合います。（イヤーン。はっずかしーい）

いやーん？・・・では、先生がお手本をみせます。

（女子を指名し、手本を見せる）（女子、笑う）

恥ずかしくなーい。やれます。できます。
最初は20秒でいいから、やってみましょう。
はい、目を閉じて手あてしてー。いくよー。
３秒前、２，１、はじめ。

（クフッフッ。笑いながらも懸命に取り組む生徒）
はい、止め。
（ワッハッハッハッハッ。おもしろすぎる）

はい、もう１回やってみましょう。
やればやるほど上達する。相手を微笑んで見つめ

ることができるようになりますから。
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では、今度は30秒。いくよー。

それでは、今日の最後の活動に移ります。
最後の活動はね、（「うなずき」と板書する）うなずき。
はい、うなずきながら、相手の話を聴く練習をしましょう。
２人のうち、一人は語る。もう一方は聴くのです。
語るテーマは、「このクラスをどんなクラスにしたいか？」。２分間で語ってください。
言う方は、表現する力をつける練習です。考えながら言う、という感じでいいですからね。頑張って。
聴く方は、それをうなずきながら聴くのです。絶対、「それ、ダメよ」なんて言ってはダメだよ。

決して否定しない。「あぁ、あなたはそう考えるんですね」って、うなずきながら、その人の考えを
受け入れるんです。

いいですか。じゃあ、先に語る人をジャンケンで決めてください。

では、いきますよー。３秒前、２，１、はじめ。

はい、止めー。
よく頑張ってましたねー。いいよー。
では、二人目いきます。交代してね。３秒前、２，１、はじめ。

・・・・はい、今日は和顔愛語になる練習として、４つ活動を行いました。
①笑顔で挨拶　②手あて　③微笑み　④うなずき
この４つの活動を行って感じたこと、思ったことを書いてください。

２，座学にこだわらない

道徳授業は座学だ。
道徳授業は読み物資料を用いて行うものだ。
そう頑なに言われる研究者がいます。

私は、そうは思いません。
座学で資料を読んでいく授業が中心だとは思いますが、それ以外の授業がたくさんたくさん開発さ

れていい。いや、されなければいけない。
「道徳性の発達を促す」というねらいが揺らいではいけませんが、方法は様々にあった方がいい。
道徳の授業の中に、心理主義や生活主義のものも取り入れていきたい。
子どもの道徳性を伸ばすのではないかと思うものは、積極的にチャレンジしたい。

「ハッ」と思ったら、「サッ」と調べ、「ダダッ」と授業化する。
その「感性」と「行動力」「実行力」が教師に求められています。

なお、本来、道徳授業には、学級の雰囲気を温かく変えていくチカラがあるのですが、本授業は、
そのチカラが特に強いものです。
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道徳授業と学級づくりは密接に関わり合っているものですが、本授業は、支持的風土のある学級づ
くりを行う上でもたいへん有効です。

４，使ってはいけない言葉

○資料・・・・事前にとったアンケート結果（授業は、齋藤孝著『友だちいないと不安だ症候
群につける薬』を参考にして創る）

○願い・・・・「人の嫌がる言葉」を言わないように気をつける人間になってほしい。
○対象学年・・小学中学年～中学生

１，おそくとも５月初旬には授業

昨日の帰りの会でアンケートをとりましたが、その結果をプリントにまとめてきました。今日はそ
れを見て勉強しましょう。

では、〇〇さん、読んでください。

言われて嫌だった言葉

※アンケートを取るときに、個人が特定できるような書き方はしないよう指導しておく必要が
ある。

※アンケート結果をそのまま載せるのではなく、担任が十分に配慮して子どもたちに返してい
く必要がある。

※おそらく、以下のようなものが出てくると予想される。

【性格などに関する言葉】
キモい　うざっ　何か用？　つまっ　しらける～　そんなもんか？　死ね　死んで
死んだ方がいいし　消えろ　帰れ　アホ　バカ　バカがうつる　ジャマ　ブリッコ
知ったかすんな！　自意識過剰　ひく～

【身体に関する言葉】
ブタ　デブ　チビ　大きいなぁ　ブサイク　マッチョ　野獣　ジジー　くちさけ女
毛深い　ハゲ　菌がうつる！

【仲間はずれにする言葉】
お前だれ？　お前いたんだ？　お前には関係ないから　こっちくんなよ
アイツが来たから、あっち行こー　３人で行こう（４人でいたときに）
この人、変だよね　お前、〇〇部辞めろ！　お前のせいで負けた

（齋藤孝著『友だちいないと不安だ症候群につける薬』朝日新聞社　を参考に作成）
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あぁ、確かに嫌だよねー。こんなこと言われると、心にグサッときちゃうよね。
私たちのクラスでは、これらの言葉はいっさい使われないようにしたい。
絶対、こんな人を傷つける言葉、使わないようにしよう！

で、これらの言葉が使われないようにするには、どうしたらいいと思いますか？
考えを書いてください。
（１人で考え→４人組で話し合い→学級全体で話し合い）

「今日、みんなの言われて嫌な言葉がはっきりわかったのだから、とにかく、クラスの一人ひとり
が気をつけて、これらの言葉を使わないようにすることが大事だと思います」
「一人ひとりの意識が最も大事だと僕も思いますが、人間は弱いから、すぐ忘れてしまうから、こ

の使ってはいけない言葉を掲示するとか、お互いを注意しあうことなどをすればいいと思います」

はい、よく考えてくれましたね。ありがとうございます。
みんなが発表してくれたこと、大事なことだと思います。

ところで、人の嫌がる言葉が飛び交って、いじめがひどくなり学級崩壊しそうになったクラスが立
ち直った例があるんです。

学級で、お互いの名前を　～　したからなんです。
お互いの名前を何したからだと思いますか？どうぞ。

「ニックネームで呼び合った」
「いやー、思いつきません」

はい、実はね、お互いの名前を「さん」づけ「くん」づけで呼び合うことにしたんです。そうする
と、大変だったクラスが立ち直っちゃった。

うん、これはね、友だちの名前を「さん」づけ「くん」づけにすると、その後に「キモい」「うざ
っ」「アホ」などの言葉を続けにくくなるでしょ。そこなんですよ。

友だちの名前を「さん」づけ「くん」づけで呼ぶことによって、人の嫌がる言葉を出にくくした。
その結果、いじめがなくなり、学級が立ち直ったということなんですね。

みんな、僕たちも今日から、お互いのことを「さん」づけ「くん」づけで呼び合うことにしませんか。
そして、「キモい」「うざっ」などの人を傷つける言葉が出ないようにしていきましょう。

言葉を変えれば心も変わるんです。

先生は宣言します。
今日から先生は君たちのことを、「さん」づけ「くん」づけで呼びます。
どうか君たちもお互いのことを「さん」づけ「くん」づけで呼び合うようにお願い致します。
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では、残り時間で、今日の学習で思ったことを書いてください。

２，言葉の危機は心の危機となる

「何度も何度も注意しても、“キモい”などの言葉を使います。どうしたらいいんですか」
悲痛な面持ちで、そう相談されたことがあります。

先生、ほんとにたいへんですね。でも、あきらめないでください。
その子に、そして学級全体に語り続けてください。

・君たちは、「キモい」「うざっ」などの言葉を何も考えず非常に軽い感じで使っているけど、言われ
た方はたいへん傷ついているんだよ。

・言った方は軽いからかいの感じでも、相手を傷つけ大きなダメージを与える、これがいじめの基本
的な構図なんだ。からかいのつもりでもいけないことだ。

・いじめでは、いじめられている方はいじめと感じるけれど、いじめている方はいじめと感じていな
いことが多いんだ。そこが問題だ。

・「キモい」「うざっ」などの言葉を使う人は、自分で自分を悪い方向に進めているよ。ほら、自分の
周りから人が離れて行っているでしょう。

・自分の口から出る言葉は、注意しても注意しても注意しすぎることはないんだよ。

すぐにわからなくてもいい。すぐに変わらなくてもいい。
クラスの３割の子がわかるだけでもいい。
先生、あきらめずに語り続けてください。
あきらめること、黙ることは、教育を放棄したことになります。

言葉の危機は、必ず心の危機となること。
「キモい」「うざっ」などの言葉を使って、不良化していくということ。
人の悪口を言うのが好きな人は、幸運が逃げていくということ。
人を誉めることが好きな人は、いつか幸運が転がり込んでくるということ。

何度も何度も、子どもたちに語りかけてあげてください。
そうやって根気強く生き方の種まきをしていくことが教育です。

５，携帯電話が凶器となる時代を

○資料・・・・「野球部員らバスの障害者に嫌がらせ、動画撮影」（2012年12月28日読売新聞より）
○願い・・・・「弱い者をいじめて、そして、その場面をネットに流して楽しむような、そんな

人間にはなりたくない」と強く思ってもらいたい。
○対象学年・・小学高学年～高校生
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１，おそくとも５月中には授業

さっ、今日は新聞記事を読んで、学習しましょう。
はい、配ります。

野球部員らバスの障害者に嫌がらせ、動画撮影

兵庫県西部にある県立高校の野球部員らが路線バスの車内で、障害者の男性に嫌がらせをし
てその様子を動画撮影し、仲間内でスマートフォンを使って閲覧できるようにしていたことが
わかった。

同校は、野球部員８人と山岳部員２人の１年男子生徒計10人を嫌がらせに関わったとして５
日間の自宅謹慎とし、野球部については無期限の活動停止とした。

同校によると、10人は11日午後６時過ぎ、下校中のバス車内で、乗客の男性が席に座るのを
邪魔するなどしてからかった。

さらに１人が、男性の興奮した様子を携帯電話で撮影し、スマートフォン用の無料通信アプリ
「ＬＩＮＥ（ライン）」を用いて、同校の生徒のうち数十人が閲覧できる状態にしていたという。

バスに乗り合わせた別の生徒からの通報で発覚。
同校は動画を削除したうえで、校長が男性の家族に電話で謝罪したという。
校長は「非常に申し訳ない。再発防止に努めたい」と話している。

（2012年12月28日　読売新聞）

〇〇さん、読んでください。
・・・これは・・・いったい、何がいけないと思いますか？
この列、どうぞ。１つずつ。

「大勢で１人の人に嫌がらせをしたこと。された方は怖かったと思います」
「なんか障害者の方をみんなでバカにしている感じがする。そこがいけないと思います」
「何の罪もない人なのに、その人が席に座るのを邪魔するなんて、絶対にいけない」
「みんなで嫌がらせをして、その人が興奮したところを携帯で撮影し、ラインを使ってみんなで閲

覧できるようにしたこと。それって、ネットいじめじゃないの」
「いじめの場面をみんなで見れるようにするなんて・・・なんか、いじめを楽しんでいるようだ。

そこが本当に悪い」

はい、そうですよね。みんなが言ってくれたとおり、本当にいけないと思います。
そして確かに、これは悪質なネットいじめにまで発展していますね。

だいたい、彼らには、「これはいけないことである」という意識はあったんだろうか？
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「ないと思う」
「いや、少しはあったんじゃないか」
「10人の中には、ある人もいたんじゃないか。でも、善悪の判断ができない人が力が強くて、その

人に引っ張られてしまった」

うーん、この新聞記事だけでは事実はわからないねー。
では、この10人の高校生は、どうしてこんないけないことをしたと思いますか？

「はっきり言えば、人間ができていないから」
「正しい心や止める勇気がないから」
「うん、やっぱり、考えが間違っているとしかいいようがない」
「自分が何かに不満をもっているから、人をバカにしたりいじめることによって、その不満を解消

しようとしたのではないか」
「何も考えていない。動画を閲覧できるようにしたら、被害にあった方がどんなに悲しく辛い思い

をするかなど、何も考えていないから、こんないけないことができる」

はい、そうでしょうね。
「こんなことをしたら、相手が悲しい思いをするとか、動画に出したら相手が困るだろう」などと

想像する力が決定的に弱いんでしょうね。
しかし、とにかく、〇〇君が言ってくれたように、何の罪もない人に集団でこんなことをするなん

て、人間として絶対に許されることではありません。
では・・・こんな悲しくとんでもない事件を再発させないためには、われわれはどんな心を持てば

いいと思いますか？ノートに書いてください。
（１人で考え→４人組で話し合い→学級全体で話し合い）

「相手が嫌がることはしないという心」
「人をバカにしない心」
「障害者の人をからかったりしない心」
「一度動画に出してしまえば、どんどん広がってしまう。そんなことは決してしてはいけないとい

う心」
「無責任な軽はずみな心はダメ。しっかり考えて慎重な行動をしようとする心」
「強い人にも、いけないことはいけないと注意する勇気ある心」

はい、ありがとうございます。
そうですね。みんなが言ってくれたような「心」が本当に大切だと思います。

最後に、この新聞記事を読むと、「バスに乗り合わせた別の生徒からの通報で発覚」とありますね。

嫌がらせをした10人には加わらず、「こんないけないことをしていた人がいた」と勇気を持って通
報した生徒がいたんですね。
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素晴らしいです。
こういう生徒がいたということは、ほんとうに救われます。

みなさん、現代は、「携帯電話が凶器となる時代」と言われます。
この大変な時代を、みなさんは、先ほど発表してくれたような、
「相手が嫌がることはしないという心」
「人をバカにしない心」
「しっかり考えて慎重な行動をしようとする心」
を持って生きていってくださいね。
それから、あの通報した生徒のような「正しく勇気ある心」も大事にしてくださいね。

では、残り時間で、次の２つを書いてください。
①今日の授業で学んだこと
②今日の授業で思ったこと

２，「現実」から、これからの人間に必要な心を考えさせたい

いじめの本質は、昔も今も変わっていません。
ただ、相手を苦しめるときの手口は時代によって変わります。

現代は、従来のいじめに、ネット使用という新しい選択肢ができたのです。
ネット上で新しいいじめが発生したわけではなく、いじめの一手段として、子どもたちがネットを

悪用するようになったのです。
そして、その結果、現代は、「携帯電話が凶器となる時代」になりました。

このネットいじめは、以下のような特徴を持っています。
・いじめの範囲が瞬時に広がり、被害が急速に進む
・被害者は24時間逃げ場がなくなる
・学校外の者を巻き込みやすい
・被害者のダメージは（ネット出現以前に比して）きわめて大きくなった

ネットいじめの事例を調べれば調べるほど背筋が寒くなります。
子どもたちは残酷なことをしているという自覚をせずに、このネットいじめをどんどんエスカレー

トさせているように思えます。
年齢が上がるにつれて、直接メールで悪口を書いて送るという手法から、掲示板やブログに中傷の

書き込みを匿名で行うという手法に変化していくのですが、そのような悪質なことを、あまり罪意識
を感じずにやっているのです。

・ネット規制をすることは、ある程度は必要。しかし、子どもたちの内面に訴えかけることができな
ければ、子どもたちは手段を変えるだけだ。
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・フィルタリングが実施されたところで、学校裏サイト的なコミュニケーションのエネルギーは、そ
の方向性を変化させるだけだ。

・ネットが悪いのではなく、ネットの使い方、使う人間の心が問われているのだ。
・ネット上でのコミュニケーションや情報を扱う際に、特別なモラルが求められているのではない。
・正義感や思いやり、相手の立場に立って考えるといった当たり前のモラルが重要なのである。
・いまこそ、相手を思いやる気持ちなど、普遍的な心の教育の必要性がある。

識者から以上のようなことが言われています。
たしかにネットいじめを従来のいじめと切り離して考えてはいけないでしょう。
たしかに「いまこそ普遍的な心の教育」が必要でしょう。
しかし、しかしです。
いままでやってきた、たとえば「橋の上のおおかみ」等を授業していても、情報モラルに関する実

践力を高めることは難しいのです。

情報モラルに関して、もっと、子どもたちに直接ガツンとくる資料が必要です。
ネットいじめを強烈に意識した資料で授業実践を行うことが絶対的に必要です。

「現実」です。
子どもたちの周りの「現実」に、その資料を求めましょう。
そして、その実際に起こった問題の、加害者が起こした「行動」だけでなく、その背景にある加害

者の「心」に注目させて、これからの人間の生き方を考えさせていきましょう。
そのことがエスカレートする「ネットいじめ」の歯止めとなるはずです。

11月に二度目の大きな山が来ますが、夏休み終了後９月から10月にかけて、以下のような道徳授業
を実践しておくと、その山は小さなものとなります。

この９～10月に行う授業の資料は、とにかく子どもたちの心に響く「力」のあるものでなければな
りません。先生の「魂」がこもった授業でなければなりません。

１，わたしの妹

○資料・・・・『わたしの妹』
松谷みよ子：文・味戸ケイコ：絵　偕成社，1987．

○願い・・・・「自分は決して人をいじめることはしないぞ。そして、ひとりぼっちの人がいた
ら、自分一人だけでも声をかけてあげよう。自分はそういう人間になりたい」
という気持ちを抱いてほしい。

○対象学年・・小学校中学年～中学生

Ⅱ 11月の前に
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１，授業実践

起立、礼。お願いします。
はい、みんなの中で妹がいる人いますか？
・・・どんな妹さんですか？妹さんのよいところを発表してください。（数名に聞く）

・・・では、この本をみてください。
「わたしのいもうと」という題名ですが、表紙の絵から想像すると、どんな妹さんなんでしょう？
「なんかさびしそうな感じのする妹さん」
「人形を投げつけるほど悲しい気持ちになっている妹」
「手を後ろでキュッと結んでいるから、何かとても言いたいことのある妹」

あー、鋭い想像ですね。
実際はどんな妹さんなんでしょう。じっくり読んでみましょう。

（最初から最後まで、全文をゆっくり読む）

どうでしたか。これは、本当にあった話をもとにつくられたものなんですよ。
心にグサリときますね。
この絵本に書かれていたことを整理してみましょう。
次のプリントの（　　　）にあてはまる語句を絵本から見つけ、書き込んで下さい。

・妹は、小学校（①　）年生の時に引っ越してきた。
ふざけたり、（②　　）だりする女の子だった。

・転校した学校で（③　　）が始まった。
（④　　）がおかしい、（⑤　　　）ができないからと・・・。

・（⑥　　）（⑦　　）と言われた。

・妹が給食を配ると（⑧　　　）くれない。
・とうとう、（⑨　　　　　）口をきいてくれなくなった。
・ふた月たち、遠足に行ったときも、妹は（⑩　　　　　）。
・妹は（⑪　　　）へ行かなくなった。

・（⑫　　）も食べず、（⑬　）もきかず、黙ってどこかを見つめ、（⑭　　　）の手もふりはらう。
・そのとき、つねられた（⑮　　）がたくさんあるのがわかった。

・妹はやせおとろえ、このままでは（⑯　　　）がもたないと言われた。
・お母さんが必死で（⑰　　　　　　）くちびるにスープを流し込み、（⑱　　　　）
（⑲　　　　　　）一緒に眠り、子守唄を歌って、ようやく（⑳　　）をとりとめた。
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・いじめた子たちは、（㉑ ）になってセーラー服で通う。
（㉒ ）しながら、カバンをふりまわしながら。

・でも妹は中学生になっても、ずうっと部屋に（㉓ ）、本も読みません。
（㉔ ）も聞きません。
黙ってどこかを見ている。（㉕ ）もくれない。

・そしてまた年月がたち、妹をいじめた子たちは（㉖ ）。
わらいながら、おしゃべりしながら・・・。

・妹は（㉗ ）をおるようになった。
でもやっぱり（㉘ ）はくれない。

（㉙ ）をきいてくれない。
・お母さんは（㉚ ）隣の部屋でつるをおる。

・ある日、妹はひっそりと（㉛ ）にました。

できましたか？
確認していきましょう。

①４　②はしゃい　③いじめ　④ことば　⑤とびばこ　⑥くさい　⑦ぶた　
⑧うけとって　⑨だれひとり　⑩ひとりぼっち　⑪学校　⑫ごはん　⑬口　
⑭お医者さん　⑮あざ　⑯いのち　⑰かたくむすんだ　⑱だきしめて　⑲だきしめて⑳いのち
㉑中学生　㉒ふざけっこ　㉓とじこもって　㉔音楽　㉕ふりむいて
㉖高校生　㉗おりがみ　㉘ふりむいて　㉙口　㉚泣きながら　㉛死

絵本に書かれていたことを整理してみましたが、この活動のなかで、疑問（不思議）に思ったこと
はありましたか？

疑問（不思議）に思ったことをすべて書き出してみましょう。（５分）

では、４人組みで、自分の「疑問」を発表し合ってください。
（充分時間を与えた後）各グループ、どんな疑問が出てきたのか発表してください。

「言葉ががおかしいとか、跳び箱ができないという理由でいじめていいのか？」
「給食を受け取ってくれる人はひとりもいなくなったのだろうか？
そんなことをしたらいけないという声は、そのクラスには起きなかったのだろうか？」

「どうして、だれひとり口をきかなくなったんだろう？」
「ふた月たって、遠足に行ったときも、ひとりぼっちって書いてあったけど、担任の先生は何も気

づかなかったのだろうか？
先生は何をしてたんだろう？先生に教える人もいなかったんだろうか？」

−63−

論考（研究ノート）

04論考(研究ノート)-赤坂_03特集2-池辺  14/02/14  8:38  ページ 63



・・・・はい、ありがとうございます。
先生も、みんなと同じようにたくさんの疑問がでてくるのですが、特に思うのはね、○○さんのグ

ループが言ってくれた、
「どうして、だれひとり口をきかなくなったんだろう？」
ということ。
「あっ、この人いじめられている。かわいそう」
と思い、自分から声をかけてあげる子はいなかったんだろうか？
自分から声をかけてあげる、そんな子はいなかったんだろうか？

あとは、今日の授業を受けた感想を自由に書いてください。
感想を提出した人は、自学の時間とします。（※翌日の学級通信に、この感想を紹介）

２，「よい資料には」どっぷりと

素晴らしい絵本ですので、この絵本を用いて、全国で様々な実践が行われています。
児童・生徒の実態に応じ、様々な授業があっていいのですが、私は、この『わたしのいもうと』を

資料として用いる時は、その他の資料と組み合わせたり、別の話を付け加えないようにしています。

その一時間は、絵本『わたしのいもうと』だけに、どっぷりつかる。
そして、「あぁ、いじめは絶対いけないなー」ということと、
「私、いじめられている人がいたら、私一人だけでも声をかけてあげたい！私、そんな人間になり

たい！」
と感じてもらう。
それだけにしぼります。

ゴチャゴチャ言わない。
子どもの心の容量はそんなに大きくなく、一度にいくつも入らないのです。
たくさん与えられると、わけがわからなくなる。
何が大事だったのか忘れてしまう。
感動が薄れてしまうのです。

ですから、「一時間は50分だから」と、頑なに50分授業にする必要はない。
短くてよい。

いいものを短くスパッと与え、子どもたちが「ワッ！」「アッ」と感じる、心が震える、感動する、
そんな授業をつくるべきです。

私は、二つのことを感じてもらうことだけを願い、『わたしのいもうと』一資料で、短時間（20分
～30分）で授業を組み、勝負します。

−64−

湘南フォーラム No.18

04論考(研究ノート)-赤坂_03特集2-池辺  14/02/14  8:38  ページ 64



２，27年も忘れられないこと

○資料・・・・広島県の主婦によって新聞に投書された「二十七年前のＳ君のこと」
（新聞社名および発刊日時　不明）

○願い・・・・「こんなひどいいじめは絶対にしないようにしたい」と強く感じてほ
しい。また、クラスのなかで、「仲間にこんな悲しい思いはさせない
ようにしよう」という声があがるようにしたい。

○対象学年・・小学高学年～高校生

１，子どもが疲れていないとき（じっくり読むことができるとき）に授業実践

今日は、ある新聞に投書された文章を読みます。
38歳の主婦の方が書かれた文章なんですが、主婦の方が「27年も忘れられないこと」について書い

ているんです。
27年も忘れられないことって、いったい、何なんでしょうね？
はい、この列、いきましょうか。

「えっ、主婦・・・初恋」（笑）
「えっ、27年もでしょ。だったら、とっても嫌なこと」（なるほど）
「いや、とっても恥ずかしかったこと」（おぅー、なるほど）

どうなんでしょう。じゃあ、読んでみましょう。

二十七年前のＳ君のこと
主婦（38）広島県

五年生の時転校してきたＳ君を、クラス中が汚物のように扱っていた。
無論私も含めて。
誰かが「Ｓは不潔だ」と言ったのがきっかけだったように思う。
しかし今思えば、たとえ本当に不潔だったとしてもその事で別に級友に迷惑をかけたわけで

はない。
不潔、たったそれだけの事が、以後二年もの間、あれ程までに陰惨ないじめを受ける理由に

なるのであろうか。

教室では、まず嫌な物、汚い物の代名詞としてＳ君の名が使われた。
男子が女子をからかう時「Ｓの垢（あか）をくっつけるぞ」と言って追っかけるのが最も効

果的だった。
女子はそれを聞いた途端に悲鳴をあげて逃げまどうのだ。
また隣り合った男女は机をつけなければならなかったが、誰が隣になってもＳ君とだけは離
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したままだった。
そのためＳ君のいる筋は一人だけはみ出した格好で見苦しく、いつも担任は机を整えるよう

Ｓ君を叱った。

フォークダンスの時は、相手が代わってＳ君になると誰も手をつながなかった。
一人で足だけ動かしているＳ君に、他のクラスの先生が注意した。
先生たちは何も知らない。Ｓ君が悪い訳ではないという事を。

私は良心が痛んだが、いじめをやめようと言い出せなかった。
Ｓ君をかばったという事で、私まで同じ目に遭わされるのが怖かったのだ。
毎日男子にこづかれ罵（ののし）られ、かばんを蹴（け）られている彼を見て、私はふっと

父を思った事がある。
私には姉妹しかいないので一番身近な男性は父だった。
もし父が子どものころ、Ｓ君のような経験があったとしたら・・・と想像するだけで、恐ろ

しくて身震いがした。
身内が他人にいじめられるのを見る辛さ、それは想像を絶する。

図工の授業で、Ｓ君が父親の立派な工具を持って来た時、男子がふざけてそれを隠した。
普段彼は自分がひどい仕打ちをされても黙っていることが多かった。
しかしその時ばかりは逆上し、数人の男子を相手に暴れ、吠え、泣きわめいた。
土曜の放課後の校庭で、騒ぎはまたたくまに校内に知れ渡り、他の児童も遠巻きに見ていた。

少し離れた所にぽつんと、Ｓ君の妹がいた。
はにかむような泣きそうな顔で、騒ぎの輪の中の吠える兄を見ていた。
転校先で汚物扱いされいじめられている、たった一人の兄を、この十歳足らずの女の子はど

んな思いで見ていたのか。
学校内では孤独だったＳ君の生活の中で、唯一の心の拠り所は自分を受け入れてくれる家族

だけだったに違いない。
だからこそ、父の工具をいじめの手段に使われた時、彼は爆発したのだ。
悔し涙を流し暴れる彼を見て、またそれを見つめる妹を見て、私の胸はチクリと痛んだ。

また、こんなこともあった。
私は友達と駄菓子屋へ行った。
薄暗い狭い店内にＳ君と妹が来ていたが気付かなかった。
しばらくして友達が、すぐそばにＳ君がいることに気づき、びっくりしてのけぞりながら、

「わあっ、Ｓがいる！Ｓがいる！」と呼び捨てて叫んだ。

汚い物から顔をそむけるように大騒ぎしたのでＳ君は黙って妹と出ていった。
妹はやっぱり泣きそうな困ったような表情で何も言わなかった。
Ｓ君は何よりも大切な拠り所である身内だからこそ、自分が女子に毛嫌いされている現場だ
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けは見せたくなかったはずだ。
なのにここまで露骨に見せつけられてしまった。
しかも身内の中で一番守ってやりたい存在の小さな妹に。

その頃はこの妹までもが「Ｓの妹」というレッテルを貼られて色眼鏡で見られつつあった。
Ｓ君のプライドも人権もその存在そのものも私たちは、ずたずたにして踏みにじっていた。

その事をどうしてもっともっと、はっきりとわかろうとしなかったのか。

クラスの誰もＳ君と話したことなどなかった。
でもきっとＳ君は妹と何かを語らいながら家路をたどったのだろう。
日暮れの早い冬の道を、凍えるように寒い心を温め合うように・・・。
一緒に駄菓子屋に行く友もない兄を、妹は不安な目で見上げて手をつないで歩いたのかも知

れない。

今これを書いている私には、当時のＳ君と近い年齢の息子がいる。
また、同じくその妹もいる。
Ｓ君の受けたのと同じ仕打ちを息子が受けたとしたら、そして娘がそれを目（ま）のあたり

にしたら・・・と考えるだけで胸がつぶれそうだ。

ひどい事をしてしまった。
私は良心の傷（いた）む瞬間が何度もあったのだから、その時勇気を出してみんなにもう止

めよう、と言えばよかった。
今になって当時を思い出し、Ｓ君にすまなくてぽろぽろ泣くくらいなら、あの時どうして言

わなかったのだろう。
この間同窓会があったが、誰もＳ君の消息を知らなかった。

Ｓ君今頃どうしていますか。
同窓生の中にはいじめた事を忘れている人もいました。
でもいじめられたあなたにとっては心に刻みつけられ消えない傷でしょうね。
ごめんね、ごめんね。
できるなら、あなたとの子ども時代の記憶を明るい色に染め直してあげたい。
でももう、時計の針は決して戻せないのですね。

（15年ほど前に主婦が新聞に投書したもの）

「27年も忘れられないこと」は、いじめだったんですね。
はい、では、この資料の中で「これはいじめだ」と思う部分に線を引いてください。
・・・・できましたか？では、確認しましょう。
この列、１つずつ発表してください。
・・・はい、ありがとうございます。ただ、まだあと２ついじめがあるんですが、わかる人います
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か？・・・そうです。これで全部です。
では、その線を引いたいじめの中で、「自分がされたら嫌だなぁ」というものに○をつけてくださ

い。いくつつけてもいいですよ。自分がされて嫌だなと思うもの。

・・・聞いてみましょう。○君は？〇さんは？
そうだよなー。ほんとに嫌だよな−。

みんな、僕たちのクラスは、Ｓ君のような悲しく辛い思いをしなければいけない人がでないようにし
たいね。こんな悲しく辛い思いをしなければいけない人は絶対に出したくない。１人も出したくない。

みんな、このＳ君へのいじめは、このクラスにどういう力がなかったから起こったと思いますか？
ノートに書いてください。
（１人で考え→４人組で話し合い→学級全体で話し合う）

たくさん考えてくれて、ありがとうございました。
では、残りの時間で、今日の学習で思ったことを自由に書いてください。

２，「良心」を覚醒させ、自浄作用を高める　

翌日の帰りの会で、次のような学級通信を出しています。

た　ん　ぽ　ぽ　魂　　　Ｋ中３年１組学級通信　　9月27日　NO49

27年も悔やんでいること

9/25日の道徳『27年も悔やんでいること』で、「このいじめは、どういう力がなかったから起
こったのか？」について考えあいましたが、それについて次のような声が出ています。

僕はこんな考えしかできなかった。あぁ・・・考える力がない。
こんなことしか考えることができない僕は人をイジメてしまうかもしれない。
僕はひどい人間だぁ！
人間を変えなければぁー。まじ、Ｓ君（資料の主人公）ゴメン！
あぁ、どうしよう。・・・真面目に生きよう。
もし、これから自分の周りにＳ君みたいな人がいれば絶対に守る。

落ち込んでいるようですが、これでいいんですよ。素晴らしいじゃないですか。
今まで間違った考えを持っていた。
あるいは、稚拙な（おさない）考えしか持っていなかった。
それが、授業を受け、級友や先生の考えを聴き、「真実」や「より高い価値観」に気づいてい

く。これが「学ぶ」ということです。
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この「学び」を実現するために授業があるのです。
その授業を受け、自分の人間性を向上させていくために学校に来るのです。
この友は、３の１の、あの１時間の道徳授業で確実に自分を人間として高めた。
先生は、そのことをほんとうに嬉しく思います。
しっかり学んでくれてありがとう。素晴らしいです。

では、３の１の仲間たちの感想を紹介しましょう。

○みんなに「やめろ」ッていう本当に強いヤツがいなかったから。
良い意味でのリーダーがおらんやったからＳ君へのイジメが止まらなかった。
今日、この授業を受けて、私はぶっちゃけ今までそぉゆうの他人事でした。
ケド、いざ自分がされたらとか、トモダチがされたらっち思うと、他人事なんかやナイち思
った。
やっぱいいクラスにするのは本当にむずかしいっち思う。
クラスの「みんな」っちゅう存在が恐い存在やないで、頼れる存在になったら、本当に良い
クラスって言うんやろうなっち思いました。（Ｆ）

○Ｓ君は本当につらかったと思います。不潔だからといっていじめる必要もないし、みんな敵
という状況はつくってはいけないと思う。
Ｓ君はなりたくてなったわけじゃないのに、不潔だからといっていじめられる。
これはおかしすぎです。みんなもいじめられたら、「いやだ」とか「学校に行きたくない」と
か思うはずなのに、人をいじめる。
みんながＳ君の立場になってＳ君の気持ちを理解すれば、こんないじめは起こらないと思っ
た。（Ｈ）

○人の気持ちを考えない。人を人間あつかいせず、物あつかいする。
クラス全体に勇気のかけらもない。担任の先生の指導力も弱い。
「自分がされてみると」という相手の気持ちをわかろうとする心がない。
・・・そういうことで、このＳ君へのいじめは起こり、ひどくなっていったと思います。
人をいじめることで、自分のなかのイヤなものを消していく。愚かですねぇ。（Ｕ）

○集団で一人の人をいじめるなんて、男として最低ですね。
集団でないと何もできない。弱い人やないと何もできない。ホントにつくづくこんな人には
なりたくねぇと思いました。
誰かが止めないとイジメは終わらない。そして、イジメがイジメを呼ぶ。
だから、誰かが止めれば、終わってたんですよ。
一人じゃなく、みんなで止めればよかったのに・・・。
イジメってホントにひきょうだと思いました。（Ｎ）

道徳授業を行って、以下の２つがあるときは、いい実践を行ったと考えていいようです。
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①授業者としての自分自身の確かな手ごたえを感じたとき
②子どもの「良心」が真っ直ぐに引き出された感想が出てきたとき

この資料「二十七年前のＳ君のこと」の場合、読み聞かせで読んであげるだけでも、子どもたちの
心を打ち、静かに涙を流す子が出てきます。（手ごたえを大いに感じます）

ノンフィクション資料ですので、事実のもつ迫力があり、そのリアリティが子どもの感性に直接訴
え、Ｓ君への深く鳴り響くような共感をもたらすようです。

また、本資料は、子どもたちのなかにある「良心」を確実に覚醒させます。
そして、子どもたち自身による自浄作用を高めます。

・起きたいじめに対して、被害の小さい段階で自分たちで歯止めをかけることができる。
・周りの子どもたちが被害にあった子をサポートし、再び被害に遭わないようにする態勢を自分たち
で組織することができる。

ということがきわめて重要なのですが、この資料は、その実践力を育てます。

現在、いじめに関して、子どもを心底から動かす力のある資料が渇望されているのですが、これほ
ど「力」のある資料はなかなかありません。

是非、この資料を用いて、子どもたちに授業実践を行ってもらいたいものです。

なお、道徳授業に即効性を求めるべきではない、とよく言われます。
その通りだと思います。
道徳授業は、基本的に「漢方薬」であると思います。
ただし、即効性が可能な道徳授業もあります。
本授業は、かなりの即効性を発揮します。

３，歯型

○資料・・・・『歯型』（丘修三『ぼくのお姉さん』pp.31-62，偕成社，1986．）
○願い・・・・人間の中には、「弱い者をいじめることをゲームのように楽しむところ」や「自

分を守るためにウソをつくところ」があるが、「自分はそういう人間の『悪』の
面を出さないようにしたい」と強く思ってほしい。

○対象学年・・小学高学年～高校生

１，読書の秋に（必ず出会わせたい本）

読書の秋ですね−。
今日の道徳は、先生の心にガツンときた本を紹介します。
30ページ程の文章になりますが、みんな、集中して、しっかり読んでほしい。
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では、早速、〇〇さん、読んでください。

『歯型』（丘修三『ぼくのお姉さん』pp.31-62，偕成社，1986．）より

・ぼくとしげると一郎は小学５年生。
学校の帰り道、へんなかっこうであるいてくるひとかげをみつけた。
よっぱらいじゃない。子どもだった。

・その子はもくもくと、泳いでいるようにあるいていた。
右手をわきの下にかかえるようにして、左手をワシの羽根のように大きく動かしている。そ
の左手の動きにあわせて、右足が外へふりだされるのだ。
2、30メートルまでちかづいたとき、きゅうにしげるが、にやっとわらってふりむいた。「お
い、カケをしないか？」

・「おれが、あいつの足をひっかけて、ころぶかどうかカケようぜ。」
「・・・・」
「なっ、ころんだら、おまえたちがあしたのジュース代をもってくる。いいだろ？」

・しげるは、どんどんその子にちかづいていく。
ふたりがすれちがった。その瞬間、しげるの右足がさっとのびた。相手の上体が、ぐらりと
まえへつんのめった。そして、あおむけにひっくりかえった。

・「やったぜ！」
50メートルも走ったところで、しげるは鼻をひくひくさせて、追ってきたぼくらにいった。

「成功、成功！」
ぼくたちはおたがいに肩をたたきあった。ふりかえってみると、男の子は、やっとたちあが
ったところだった。

・つぎの日は、ぼくの番だった。
きょうはこないかなと思っていると、「きたっ。」
ぼくの心臓は、とびだすかと思うほど鼓動をうっている。

（よこを通りすぎざまに、さっと足をとばせばいいんだ）
しげるのことばを、頭のなかでくりかえしながら、ぼくはちかづく。

（いまだ！）
あいつの右足を、よこへはらった。つぎの瞬間、思いがけないことがおきた。その足がさっ
と、ぼくの足の上をまたいだのだ。
ぼくの足は空を切った。ぼくは顔が赤らむのを感じた。

・あいつは、ちらっとふりむくと、にやっとわらった。
それから例のオオワシのおどりをおどりながらいってしまった。
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ぼくは、あいつをにくらしく思った。
しげると一郎は、もうたまらないといったぐあいに、腹をかかえてわらいころげている。
けっきょく、しげるたちのジュース代を、ぼくがもってくることになってしまった。

・よく日は肩すかしをくった。まってもまっても、あいつはこなかった。
あいつはきっと、道をかえたにちがいなかった。
その日から、ぼくたちは、えものを追う猟犬の気分になった。
ぼくらは、毎日、道をかえて、しつこくさがしまわった。

・４日め、ふとおもった。あいつは道をかえたのではなく、時間をずらしたのではないかと。
ぼくの推理はあたっていた。20分くらいみはっていると、あいつの姿が、道のむこうにみえ
たのだ。「きた。」
とつぜん、あいつはくるりと背をむけた。

「おい、逃げるぞ！」ぼくらはあとを追った。
あいつは、助けを求めて、公園のなかへ逃げ込もうとした。
公園では、老人たちがゲートボールをたのしんでいた。あいつはそっちへむかって、口をぱ
くぱくうごかした。しかし、声にはならず、のどのおくのほうで、アォーと、かすかな音が
もれただけだった。

・ぼくらは、とりかこんでこづいた。しげるがあいつの足をけった。
「このやろう」一郎も足をけとばした。しげるが、頭を平手でたたいた。ぼくも負けずにたた
いた。
あいつは、それでもなかなかった。抵抗もせず、くちびるをかんでいた。
ぼくらはだいたんになり、あらっぽくなった。ぼくらは頭をなぐりつけ、背なかをけりつづ
けた。

・しげるが、あいつの手の甲を、右の足でふみにじったときだった。とつぜん、くるったよう
に、目のまえのしげるの足に、むしゃぶりついてきた。むきだしのしげるのふくらはぎに、
がぶりとくらいついたのだ。
「いたい！はなせ、はなせっ！」と、さけびながら、あいつの頭をぽかぽかなぐりつけた。け
れども、あいつの口はひらかなかった。

・しげるのはげしいなき声に、なにごとかと、老人たちがあつまってきた。
そして、ぼくと一郎がやったように、あいつの体をひきはなしにかかった。あいつはしぶと
くくらいつき、しげるはなきわめきつづけていた。
そのとき、老人のひとりが、棒きれをひろってきた。あいつの歯と歯の間に、その棒きれが
むりやりつっこまれた。そうして、やっとのことでしげるの右足は解放されたのだった。
そのとたん、あいつは、地面を手でたたきながら、くるったようになきだした。

・「こいつが、きゅうにかみついたんだよ」
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ぼくらは、しどろもどろになりながらいった。
すると、あいつはさっと顔をあげた。そして、ぼくらを指さすと、なにやらわめいた。なに
をいっているのか、わからなかった。が、そのことで、老人たちはその子が障害児だという
ことに、やっと気がついたようだった。
「おまえたち、なにをしたんだ？」
老人のことばがきつくなって、風むきがかわった。
ぼくはすっかりあわてて、「知らないよ。なんにも知らないよ！」とさけぶと、一郎のあとを
追ってかけだした。

・ぼくは家へ帰っても、そのことはだまっていた。しかし、それはすぐに、お母さんにばれた。
夕方、しげるのお母さんが、家へやってきたからだ。
しげるは、お母さんに、こちらのわるいところを省略して話していた。
買いぐいをしたことも、あいつの足をひっかけて、たおすカケをしたことも、公園のなかま
で追いかけて、３人でおそったことも、いっさいかくされていた。
それらは、ぼくとしても、かくしておいてもらいたいことだったけれど・・・。
ここはしげるの話に、あわせておくべきだと思った。

・それから、２日たった日の昼休み、校長室へ行くように言われた。
校長室にはいったとたん、ぼくはどきっとした。あいつがすわっているではないか。
「しげるくんのお父さんが、桜養護学校にいかれて、いろいろ話をされたそうだ。ところが、
しげるくんのいっていることと、この生徒さんのいってることが、だいぶちがうので、きみ
たちの話をききにみえたんだよ。ほんとうのことをのこらずはなしてごらん」

「しげるが、いや、しげるくんがいったとおりです」
その声は、自分でもおかしいほどふるえ、かすれていた。するとあいつが、テーブルをたた
くようにして、文字板のうえを指でおさえた。
「う」そして、「そ」と。
（うそ！）
ぼくは、あいつの顔をまともにみる勇気がなかった。

「しょうじきにいいなさい。ほんとうのことをいいたまえ。」校長先生が語調をつよめていった。
ぼくはなきたい気持ちだった。どうしていいか、わからなくなっていた。それでもぼくは、
自分を必死にまもろうとして、こうくりかえした。
「肩がふれて、しげるが肩をつついて・・・、その子がかみついたんだ。」

・あいつは文字板をひきよせると、もどかしそうに、「き」と指さし、「み」とつづけた。と、
つぎの瞬間、ぼくはびっくりしてとびあがった。彼がその文字板を、ぼくらめがけて投げつ
けたのだ。
そして、彼はぐわーっとなきだした。自分の胸を、頭を、きき手の左手で、ごんごんとたた
いて、わき目もはばからず、ごうごうとないた。

・「きみたち、教室へ帰りなさい。」と、校長先生がいった。

−73−

論考（研究ノート）

04論考(研究ノート)-赤坂_03特集2-池辺  14/02/14  8:38  ページ 73



立ちあがると、あいつはぼくらを、涙の目で見た。目があった。ぼくの全身を、電流が走った。

・学校からの帰り道、ぼくはなんど足をとめたことだろう。
ぼくは、思いきって、学校へとんで帰り、校長先生に、「みんなウソです。ぼくたちがあの子
をいじめたのです！」と、さけびたくなる思いにかられた。
なぜ、そうしなかったのか。なぜ、そうできなかったのか。
いまもその思いがぼくを苦しめる。
ぼくの心に、あの子の歯型がくっきりとのこった。

みんな、しっかり読めましたね。よくがんばりました。
はい、このお話のなかで、あなたが一番ドキドキした場面はどこでしたか？
１つずつ。この列。

・・・うん、なるほどね。あの子が文字板を投げつけて、ぐわーっと泣き出した場面など、臨場感
があって、もうほんとドキドキしちゃいますね。

ところで、最後に、「ぼくの心に、あの子の歯型がくっきりとのこった。」と書いてあるでしょ。主
人公の心に、あの子の歯型がくっきり残った、と。

その「主人公の心に残った歯型」は、主人公にこれから先、何を訴えていくと思いますか？「　～
してはいけない」あるいは、「これからは、　～　しよう」という文章で表現してみましょう。
（１人で考え→４人組で語り合い→学級全体で語り合う）

たくさんの「考え」を聞かせてくれてありがとうございました。
先生も君たちの意見を聞いて、考えを深めることができました。
では、残りの時間で、①『歯型』を読んで思ったこと②クラスのみんなの「考え」を聞いて思った

こと、を書いてください。

２　特別活動の再興を

私は、大学の講義に、公立中の特別支援クラスを
お招きし、学生と生徒が交流して、「人間の生き方」
を学び合うことができるようにしています。

「ふれあうこと」「交流すること」から「理解」が
生まれ、「思いやり」が芽生えます。そして、そこか
ら「共生」の生き方が育まれていくのです。

現代の学校では、特別活動の実践が非常にやりに
くくなっており、その内容があまりにも貧弱化して
いることをたいへん危惧しています。
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世間は、「道徳授業の活性化を！」と強く主張しま
すが、それだけではダメなのです。
当然、道徳授業に力を入れなければならない。
そして、同時に、「なすことによって学ぶ」特別活

動に取り組まなければならないのです。

「特別活動の再興」が強く求められます。

そうしないと、「いじめ問題」も解決の方向に向か
いません。
そうしないと、何事も「ほんもの」になりません。

４，みんなで跳んだ

○資料・・・・新聞コラム「みんなで跳んだ」朝日新聞夕刊，1997年11月29日
滝田よしひろ：文、『みんなで跳んだ』小学館，2001．
テレビ番組『エチカ』の「みんなで跳んだ」

○願い・・・・「世の中には勝つことより大事なことがあるのだ」ということに気づいてほし
い。また、「仲間と共に生きること」の喜び・素晴らしさを感じてほしい。

○対象学年・・小学高学年～中学生

１，「大縄跳び大会」１ヶ月前に授業実践

（起立、礼）
はい、今日は新聞コラムを読みましょう。

「大縄跳びで、彼を外すのはいやなんです」。
ある中学校の運動会の前日、先生にクラスの一人が言ってきた。
長さ20メートルほどの縄をクラス全員で跳び、合計回数を競う。
だが、彼だけが跳べない。
一人で、次に二人で練習した。
みんなで声をかけてもみた。なお引っかかった。
一緒に跳ぶのが平等なのか。外すのが思いやりなのか。
先生は迷いながら、彼を声かけ役にしていた。

みんなで放課後に話し合った。一人ずつ意見を言う。
36人中「勝てなくなるから入れない」が13人。
「チームワークが大切だから一緒に」が11人。
後半にだけ入れる折衷案が出た。「ここらで落ち着くか」と思った先生は採決した。
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ところが、「反対」が23人。
「彼には全部出ないよりつらい」「みんながバラバラになってくのはイヤ」
さらに「跳びたくないのって彼にきいたら、跳びたいって。だから、入れたい」
ぱちぱちっと拍手が起きた。
別の子が立つ。「勝ち負けなんて」。拍手が大きくなる。

「本音聞かして。それでいいのか？」先生は涙声になっていた。
全員が「一緒」に手をあげた。

本番では、５クラス中のビリだった。
それでも、彼は初めて続けて跳べた。
友だちと手をつないで、次は一人で、全部で71回跳んだ。

彼は後で作文に書いた。
「とびはねるほどうれしいです。今日のぼくは絶好調でした」。
心配でみんなの足元ばかり見ていた先生が、ほかの生徒の作文で知ったことがある。

「みんな、とびながら泣いていました」

（1997年11月29日　朝日新聞夕刊「みんなで跳んだ」）

この新聞コラムがきっかけになって、このことは、このように本『みんなで跳んだ』にもなってい
ます。

そして、テレビでも放映されました。
『エチカ』というテレビ番組で放送されたものを録画していますので、今からそれを見てみましょう。
映像でみると、もっと理解できると思います。

テレビ番組『エチカ』の「みんなで跳んだ」
※現在、ユーチューブで見ることができる

はい、この城北中学２年１組の映像を見て、「いいなー」と思ったところや「すごいなー」と思っ
たところはありましたか？

２人組みで語りあいましょう。
１人２分。聞く方は、うなずいて聞いてあげましょうね。
はい、では交代。２人目の人、自分の考えを言ってください。

では、学級発表集会にしましょう。
この映像を見て、「いいなー」と思ったところや「すごいなー」と思ったところ、そして、自分は

これからこのクラスで何をしたいか、を発表してください。
発表者は、自分の発表後、誰かを指名して、その友から、励ましのメッセージをもらうことができ

るようにします。
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だれか、発表してくれる人いますか？
立候補がなければ、では、今日は、○○君、○○さん、○○君、○○さん、前に出て発表してくだ

さい。

○○君、どうぞ。
「はい、僕がすごいなと思ったのは、勝つことよりも、みんなで一緒に跳ぶことを選んだことです。
そして、最下位だったけど、全員で涙を流して喜んでいることです。
僕は、僕たちのクラスも友だちのことを心から思いやって、真剣に話し合いをすることができるよ

うになりたいと思いました。
こんなクラスになりたい」

○○君、ありがとう。
では、○○君、君に励ましのメッセージを言ってくれる人を指名してください。

「じゃあ、△△君に」

「○○君が言ったように、勝つことよりも、みんなで一緒に跳ぶことを選んだことは本当にすごい
と思います。
それに、体育祭の前日に何時間にも渡ってみんなで真剣な話し合いをしたこともスゴイと思います。
ぼくも、こんな風に友だちのことを本気で考えあうクラスになれたらいいと思います。こんなクラ

スになるよう一緒にがんばりましょう」
△△君、○○君への励ましのメッセージ、ありがとう。

では、次、○○さん、発表どうぞ。
・・・・・。

最後に、次の２点について感想を書いてください。
①この映像を見て、「いいなー」「すごいなー」と思ったところ。
②級友の発表を聞いて思ったこと、考えたこと。

２，ほんものの道徳授業とは

ほんものの道徳授業とは、どういう授業なのでしょうか？
私は、以下のような授業ではないかと考えています。

①教師が、心の底から大切だと思っていること、人生で一番大事だと思っていることを、本気
で伝えている授業。
ウソのない本気・本腰の授業。

②「言葉では説明しにくいけど、今日の道徳では、とてつもなく大切なことを先生から学んだ
気がする」
そんな感覚や余韻が子どものなかに残る授業。
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③子どもの心に響くだけでなく、子どもの心が打ち震えるような授業。
子どもの表情に「笑顔」「驚き」「涙」が見られ、

「今日の授業はとにかく感動した。多分、一生忘れない」
と子どもが感じる授業。

なかなか自分で、「あぁ、今日は、ほんものの授業ができたなー」と感じることはできないもので
すが、本授業は、それが実感できた数少ない授業のひとつです。

教師は、なるべくしゃべらず、資料を、頭で言語的、論理的、分析的に学習することはしない。
中心資料を映像にし、子どもたちに理解しやすいように配慮して、そのまま丸ごと触れさせて、全

体的に学ばせています。
そうやって道徳的感性を磨き、道徳的心情を豊かにしようとしています。

道徳的心情は道徳性の根幹です。
道徳的心情を豊かにすることが、道徳的実践力の強化につながります。
本授業は、子どもたちが感動し、道徳的心情を豊かにすることができる授業です。

そのような授業になっているかどうかは、子どもに聴くことです。
授業中の子どもに「笑顔」「驚き」「涙」が見られる時は、そのような感動のある授業になっている

時です。
本授業では、ビデオを視聴した後、そして、学級集会で発表している時や、励ましのメッセージを

もらう時、子どもたちの美しい「涙」をよく見ます。

なお、私は、この映像資料はテレビ番組を録画して作ったのですが、教師は、テレビを観ている時
も、お買い物をしている時も、旅行の時も、
「これは教材にならないかなぁ」
「あっ、ひょっとして、これは道徳で使えるかな」
という感じで、教材発掘をしておかねばなりません。

あなたの生活のあらゆる場面に、授業の「ネタ」「道具」「ヒント」が転がっています。
あなたの生活すべてが、教材発掘タイムとなります。

５，｢葬式ごっこ」

○資料・・・・「葬式ごっこ」
（豊田充『「葬式ごっこ」八年後の証言』風雅書房　1994年）より

○願い・・・・文章を読むことによって、人間の押し流されやすい心を見つめる。そして、自
分の心は麻痺していないか、自分の心を直視してほしい。

○対象学年・・中学生～高校生
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１，子どもたちの心がもろくなる前に

はい、これは何だと思いますか？（「葬式ごっこ」で使われた色紙の写真）
君たちが生まれる前、1986年に、東京都中野区の中学２年生の男子生徒が自殺した事件があったん

です。
｢鹿川君事件」と言うんですが、この事件は、遺書の存在によっていじめが原因であったことがは

っきりしているうえ、教師も加わった「葬式ごっこ」というのがあってね、それはそれは世間にたい
へんな衝撃を与えたんです。

この写真は、その「葬式ごっこ」で使われた色紙なのです。
ほんとに、むごく、ひどいですねー。胸が痛くなります。

先生はね、この事件に関しては、君たちに「自分たちが生まれる前の事件だから」と言って無関心
であってほしくないんです。絶対に忘れてはいけない事件だと考えています。この事件から私たちが
学ばなければいけないことが多々あると思ってるんです。
それで今日の道徳は、この事件から八年後に書かれた、鹿川君のクラスの友だちの文章を読みます。
少し長くなりますが、考えさせられることがたくさん出てきますので、集中してしっかり読んでく

ださい。お願いします。
では、〇〇君から。

｢葬式ごっこ」八年後の証言
豊田　充

「自分が弱い人間であることを知られるのが、死ぬほどいやだった」
─岡山君（浪人して大学４年生）

自分を弁護する気はない
気持ちのうえでは、整理がついているが、頭が悪いので、系統だって説明するのは難しいと

思う。でも、自分を弁護する気はない。名前が出ても、構わない。
自分の見たこと、聞いたこと、感じたこと、知っていること、考えたことを、率直に伝えた

いと思う。

ぼくがこの事件について書くことで、分かってほしいのは、自分の罪を懺悔（さんげ）しよ
うなんて、そんな気持ちではない。

ぼくはこんなに反省しています、なんてアピールしたいわけでもない。
本当に分かってもらいたいのは、人間の心のもろさ、人間の心の頼りなさであり、どんなに

正しくあろうとしても、周りの環境に慣れてしまう、ということの恐ろしさだ。
たとえ、教育委員の人だって、あのときの藤崎（担任）先生や他の先生方と同じような環境に

いたとしたら、やはり同じように、事件を起こしてしまうのではないか、とぼくは思っている。

事実から逃げていた
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鹿川が死んで以来、自分があの事件に少しでも関係があった、という事実から、ずっと、逃
げていた。

自分があのいじめを見ていても、止めることができなかった弱い人間だ、と他人に思われる
ことが、死ぬほど嫌だったから。ぼくはいつも、見かけだけの人間だった。
ことし春ごろになって、やっと、自分なりのとらえ方ができたような気がする。

鹿川に対してなされたことは、どの学校にもある軽い遊び程度のものだった、と思っていた
し、そう信じたくもあった。
高校に進んでも、中野富士見中から来た、と言うと、みんな鹿川のことを聞く。
そんなときも「おれは関係なかったよ」とか「よく知らなかった」とか答えた。
自分は小学生のとき、よく陰湿ないじめにあっていたので、いじめはどんな小さなものでも、

絶対に許さない、という信念を持っているつもりだった。
しかし中学に入って、周囲であまりにも日常的に目にする子どもっぽい幼稚ないじめによっ

て、小さないじめや嫌がらせに対する感覚がまひしていったように思う。
自分もかつて陰湿ないじめにあったことから、人の痛みがだれよりも分かるはずなのに、環

境に慣れてしまった。
いま思うのは、人間はとても弱く、もろいものなんだ、ということだ。　

「裕史（ひろし）は小さかったからね」
高校一年の終わり近く、鹿川の三回忌の前後に、中学時代の友だち数人で、彼の家にお悔や

みに行った。
留守番をしていた小柄なおばあさんがたった一人、迎えてくれて、ぼくたちをこたつに招き

いれた。
「あら、裕ちゃんのお友だち。よく来てくれたわね，コーヒー飲みなさい」と言って、「あな

た方は何かスポーツやっているの」と聞いた。
「ぼくはラグビーです」
「ぼくは剣道です」
「ぼくは少林寺拳法です」
「あなた方はいいわね。大きくていいわね。裕史は小さかったからね」
ぽつりぽつりと続く会話の中で，「この人はこんな悲しい目にあうために、70年も80年も生き

てきたのか」という思いがした。
悲しい表情もつくらず、たんたんと話すおばあさんの姿は、ぼくにとって本当にショックだ

った。
そのときのショックがなければ、ぼくはあの事件からも、あの事件を考えることからも逃げ

て、まるで関係ない部外者のような顔をしていたと思う。

ぼくは体も大きかったし、運動もよくやっていた。
だから、鹿川を助けてあげられたんじゃないか、自分ならできたんじゃないか、という思い

が、あの日から時間がたつにつれて強くなっていった。
高校時代はずっと楽しめなかった。中学時代から部活を続けていたが、体がぼろぼろで、す
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ぐ貧血を起こすし、食事も進まなかった。
ぼくがなぜ苦しんでいるか、まったく知らない友だちが、別のことだと思って「思い込みだ

よ」とか「考え過ぎよ」とか、いたわってくれたけど、自分ではどうにもできなかった。

大学３年の春ごろになって、ようやく、気持ちの持ち方が変わった。
自分のしたことを、そのまま認め、余計なことで自分を弁解するよりも、自分が考え、感じ、

苦しんだことを、少しでも、いじめをなくす方向に役に立てたい、と思うようになったからだ
と思う。

それまでの７年以上、分からないままでいたのは、あの中二当時までに、自分がどう育って、
どういう精神状況だったのか、まで考えなければならなかったからだ。

あの当時、まわりの目ばかりが気になっていた
中学時代、思春期にありがちな自意識過剰の時期で、自分の望む理想像と自分自身のギャッ

プが大きく、中二のあの当時、自分自身がストレスが強くて、危ない状況だった。
富士見中に入ったとき、ぼくとは別の小学校からきた同級生が、荒っぽいのにショックを受

けた。万引きも平気でするし、弱いものいじめもふつうだった。
小学校のとき、いじめられていたから、弱いとはっきり位置づけされてはいけない、という

意識は強かった。
弱い者は絶対に守らねばならない。しかし、弱い者と同類と思われてはならない。自分のこ

とばかり考えていたから、自然と、どこにいても、まわりの目ばかりが気になっていた。

みんながみんな不安だった
クラスの中に、閉鎖的なグループがいつのまにか、どんどんできていって、大きく4つくらい

に分かれた。
男子、女子ともそれぞれ、いばっている組と、おとなしい組ができた。何かいやで、そこで

もストレスを感じた。
おとなしい組の人たちは一見、楽しそうに、仲よくやっているが、不安だからいっしょに行

動していた。純粋だったが、その一方で、みんながみんな不安だった。

ＡやＢたちのグループも、その一つだったが、正直に言って、自分にとっては、そんなに怖
い存在ではなかった。

ＡやＢも、力が強いわけでもなく、弱い犬がよくほえる、という感じだった。
Ｂは小学校時代はよくできたらしい。
中一のとき、足が悪い級友を川遊びに誘ったり、やさしい面もあった。が、成績がだんだん

落ちて、中二では学校も休みがちになった。
あの当時、よく、けんかもあったが、いま思えば、たわいないものだった。
相手がけがしようとなんだろうと、やっちまえ、という感じだったが、それでいて、だれか

が止めるのを前提に、やりあったのだ。
そのうち、女子が先生を呼びに行く。けっこう、冷めていたわけだ。
Ａなんかも、主にけしかけるだけだった。
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「まかしとけ」なんて言っても、いざというときは、逃げてしまう。

二年のとき、他の中学校とけんか騒ぎになったときも、そうだった。
ぼくはＡに「お前も行くか」と言われ、小さく見られるのがいやで、「当たりめぇだ、行くよ

っ」と答えた。
五、六人で行くのかと思っていたら、四十人くらい集まったので、驚いた。
相手と会う場所は、ゲームセンターだった。相手側に四、五人、でかくて強そうなのが来て

いた。
みんな素知らぬ顔でゲームに熱中するふりを始めた。
ぼくは隅の、少し離れた場所で、こいつら何を考えてんだ、と思いながら、その光景をずっ

と見ていた。
気がついたら、Ａたちは消えていた。
そのうち、Ａたちが先輩（ＯＢ）たちを連れてきて、相手と話をつけた。
結局、なんだったんだろう。みんな、軟弱なんだ。そんな程度だ、と思った。
みんな弱いものいじめしかできない最低野郎。
そんな連中しか、まわりにいなくて、ぼくの中学時代は最悪だったかもしれない。

鹿川は涙をぽろぽろ、こぼしていた
葬式ごっこのことも、苦い思い出だ。
前の日、四、五人が教室のすみっこで話していたので、ぼくが顔をつっこんでみると、「ね

ぇ、鹿川を死んだことにしちゃおうよ」と言われた。
ぼくは何も考えずに「おもしろいじゃん」と言ったと思う。
そして、やはり何も考えず、準備にも加わった。
当時、自分を大きく見せることと、人になめられないようにすることで、ぼくはすさんでいた。
あの時点では、みんなでやったこの行為が、どれだけ彼に心の傷を与えるのか、という意識

はなかった。感覚がまひしていた。
だれかが前日、鹿川に「あすは遅れて来いよ」と言ったらしい。
当日、鹿川の机に色紙や花、夏ミカン、線香を飾った。
休み時間に鹿川が来て、色紙をみた。
その後の授業は美術だったと思う。教室を移動するために、みんながばらばらと教室を出て

いき、自分も教室を出る準備をしていたら、鹿川がそばに来て「てめえ、なんだよ。こんなこ
と書いてんじゃねえか」と言った。

笑いながらだったが、涙をぽろぽろ、こぼしていた。
ぼくはそのとき、「うるせえ」とか、軽くぽんと、突き放すようなことを言ったと思う。

たしか、裁判では、葬式ごっこはいじめと言うより、遊びだった、という一審判決が出たの
ではなかったか。

自分もずっと、そう思っていたが、いまにして思えば、葬式ごっこは、鹿川がみんなにとっ
ての自分の生命の軽さを感じ、自殺の前に踏みとどまる最後の支えであるべき一つを失った伏
線だったと思う。
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鹿川はぼくの分身みたいに思える
鹿川の家には二回か三回、行った。
中二の最初のころだったと思う。友だち二人といっしょだった。
鹿川は他の人にはそうではなかったが、ぼくなんかに対してはテメエ、バカヤロとか、乱暴

な言葉を使っていた。
わざと荒っぽい言葉を使いながら、それでいて、相手の様子をうかがうようなところがあった。
たぶん、そんな乱暴な言い方をして、仲のよさを、ことさら示そうとしていたのだろう。半

面、自分が描いたマンガやイラストは必ず、ぼくに見せてくれた。
ぼくは二、三回行ったあと、足が遠のいた。
弱いものは絶対、守らなければならないと思っていたが、同時に、弱いものと見られたくな

いという気持ちが強かったので、彼と同類と見られるのが、ぼくはいやだったのだ。

あるいは、いま考えれば、ぼくは自分に、鹿川と共通のものがあるのに、気づいていたのか
もしれない。たしかに、ぼくには、鹿川に似ているところはあった。

弱いというか、行き場がないというか。体が大きいか小さいかの違いだけで、彼が自分の一
種の分身みたいに、いまは思える。自分も小さかったら、いじめられていたんじゃないか。

同時に鹿川の方も、ぼくが彼自身と共通のものを持っているのを、感じていたんじゃないか。
本当は、臆病で弱いのだ、ということだ。

しかし、鹿川から見れば、ぼくはＡとかに対等にものが言える、止めようと思えば止められ
る存在に見えた、と思う。

実際、Ｂが先生に暴力を振るいそうになったとき、走っていって止めたこともあったから、
そういう要素も、けっこう、あったのかもしれない。

だから、ぼくは彼の気持ちを分かることができたはずだし、体もでかく、けんかもよくやっ
ていたぼくなら、彼を守って、死なせずにすむことが、可能だったのではないか。

人の生命を支えることは、相手に共感を持って話を聞くだけでも、彼と楽しくやさしい思い
出をたった一つ、つくるだけでも、可能になる。

ほんの小さなことでも、人の生命を守ることができるのだ。
そのことに気づいていれば、決して彼を殺すことはなかった。

いまは、怖いものはない
自分は彼を、直接いじめた人間ではない、と思う。
ただ、彼との友情から、自分から離れて行ったことと、葬式ごっこに加担したこと、この二つ

の行為で、彼の生命を引き止める本当に重要な絆を、断ち切ってしまったのだ、と思っている。
だから、苦しみ、悩み、自分を追い詰め、そしてようやく、乗り越え始めたこのごろになっ

て、やっと自分がこれからの人生を、どう生きていくかを見つけたと思う。
いま、怖いものは、何もない。自分が弱い人間であることを、隠す必要がなくなったからだ。

先生たちが悪いとは思えない
弱さを死ぬほどきらったぼくは、先生たちの人間としての弱さに、いらだちを感じていた。
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ただ、先生たちが悪いとは、いまは思えない。
先生たちなりに、一生懸命やっていたと思う。
担任だった藤崎先生に関しては、生徒の方がすさみ過ぎていた。
あの生徒を相手にしたら、ふつうの神経じゃいられない。
先生はやさしく、楽しかったが、だんだん抑えがきかなくなって行ったのだと思う。
毅然としていたのは、体育の先生くらいだった。
しかし、その先生すら、日常的ないじめ、いやがらせに慣れすぎて、感覚が相当にまひして

いた、と思う。
（1994年10月　風雅書房･刊）

はい、集中して、しっかり読むことができましたね。
10分間、時間をあげますので、もう一度、自分で読み直してみましょう。
そして、「これは大事だなぁー。決して忘れてはいけないな」と思う部分に線を引いてください。

・・・では、４人組になって、「自分が大事だなぁー、決して忘れてはいけないな、と思った箇所」
を発表しあってください。どうして、そう思ったのかの理由も言ってください。

・・・いくつかのグループに聞きますね。みんなは友だちの考えをしっかり聴いて、自分の考えを
より深めてくださいね。

・・・残りの時間は、①今日の資料を読んで考えたこと②友だちの発表を聴いて考えたこと、を書
いてください。

２，文章を読むことが、ひとつの「経験」となる

・「死」につながる行為は、たとえ「ごっこ」や「遊び」の体裁をとっていても、たいへん危険なも
のとなる。

・教師がいじめに加担することが、いじめを決定的に加速する。

｢鹿川君事件」は、以上のような教訓を残していますが、私たちはいままでに起こったすべての悲
しい事件（大河内君事件、筑前事件、大津事件など）を詳細に調べ、そのそれぞれから「教訓」を引
き出し、今後の指導に生かしていく必要があります。

1986年以降のいじめによる自殺事件を調べますと、以下のことがわかります。
・中学２年生の自殺が多い。
・男子の方が多い。
・都会、地方に関係なく起こっている。
・この27年間、学校は適切な指導を行うことができているとはいえない。

残念ですが、やはり、「学校は適切な指導を行うことができているとはいえない」と言わざるを得
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ません。
どうしたらいいのでしょう。
学校で、まずは、「言葉を通して体験を先取りする」道徳授業に取り組むのです。
計画的に、意図的にです。

本実践の岡山君の文章には、周りの環境に流され慣れていってしまい、感覚を麻痺させていくとい
う「心のもろさ」が吐露されています。

岡山君の、このような「力」のある文章を読むこと、それ自体が、子どもたちにとって、ひとつの
「経験」となります。

そして、読むことによって、「人をいじめること」や「人から心を押し流されていくこと」を踏み
止めることができます。

読むことで、自分の弱い心に「歯止め」をすることができるのです。

人間は、実に、弱いものです。
それゆえに、自分の流されやすい弱い心を直視し、自分で自分に「踏みとどまる力」を与えていか

ねばなりませんが、それを、この「言葉を通して体験を先取りする」道徳授業で行うのです。

子どもたちの心がもろくなる前に、この岡山君の文章にぜひ出会わせたい。
全国の中学校や高校で、この文章に子どもたちが出会えば，確実に子どもたちは変わると思います。
岡山君の言葉を思い出すことによって、子どもたちの「認識」が変わり、「行動」が変わっていく

のです。

さて、子どもたちは実はしっかり見ています。
道徳の時間に教師が伝えている内容を、教師自身がどれくらい本気で大切に思っているのかどう

か、子どもたちは敏感に感じとっています。
「１週間に１時間やらなければいけないから、仕方なくやっている」授業は、「先生は仕事だからや

っているんだ。たいしたことない」とズバリ見抜かれています。
子どもはその点、天才ですし、誤魔化しのきかない存在です。

道徳授業では、「先生が本気で伝えたいこと」しか、子どもたちに伝わりません。

１学期に１度でいい。
それが無理なら１年に１度でもいい。
先生が、「いじめだけは絶対に許さないぞ」など、本心から熱く思うことを全身全霊で伝える、そ

ういう直球勝負の道徳授業を行ってほしいと願っています。

「この資料で私の思いを是非伝えたい」、そんな先生の魂が込められた資料であれば、心を込めて、
ただゆっくりと読み聞かせる、そしてそこで感じ取ったことを書かせたり、話し合わせたりする、そ
れだけでも構わないのです。

それで立派な道徳授業になります。
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いや、それこそが、子どもの心に響き、子どもの心を打ち振るわす道徳授業となります。

やはり、最後は、授業技術の問題ではありません。
子どもたちに「これだけは伝えたい」と思えるものを持っているかどうか、先生の「人生論」の問

題となります。

おわりに

〇現代の日本では、カウンセラーが万能であるかのように捉え、あらゆる問題の解決をカウンセラー
に任せようとします。心理主義に極端に傾きすぎています。
これは間違いです。

「いじめ」「不登校」「学級崩壊」・・・様々な問題が噴出している学校現場ですが、これらに対して
必要なことは、価値主義（道徳）・心理主義（カウンセリング）・生活主義（特別活動）を統合して指
導にあたることなのです。

心理主義からだけの指導では、十分な効果を上げることはできません。

いじめ問題に関しては、いじめを解決しうる可能性があるのは、教室の人間関係に責任を負ってい
る担任です。

子どもたちに道徳とカウンセリングと学活で迫ることができる担任です。
スクールカウンセラーではありません。
担任の皆さまこそが、いじめ解決の基幹となる「最高の人」なのです。
やはり、担任、担任、担任。
学校教育におけるすべての面で、子どもにとっての最重要な人は担任なのです。

○では、子どもの幸せ実現の「鍵」である担任のみなさまへのお願いです。

１，子どもたちの内部にある「良心」や「可能性」を信じましょう。
子どもたち一人ひとりの内部には、目に見えなくても、その子が人間として成長していく前進力と

その傾向性が必ず存在します。
なかなか形に表れずとも、ときには信じがたくても、子どもたち一人ひとりの中に、「人間として

より善く生きたい」という願いはあるのです。
子どもたちの中にある「良心」や「可能性」を信じることは、教育の根本と言えます。

２，そして、その子どもたちの「良心」に語りかけましょう。
「手を差しのべる、手をつなぐ、手塩にかけ」などという言葉にあるように、「手」を惜しまずに、

子どもたちの「良心」に語りかけてください。
教師の「手」とは、道徳や学活の授業のことです。

どんなに荒れている子のなかにも「良心」はあります。
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その「良心」に，教師としての「手」（道徳や学活の授業）を通して、根気強く語りかけるのです。
教師の「手」と子どもの「手」が触れあうことから心の触れ合いは可能となります。
「手」を差しのべ、子どもたちが自分の心を見つめ直し、自分の「良心」を再発見し、その「良心」

に基づいて生きるよう支援・指導していくのです。
子どもたちが主体的に「良心の覚醒」を行い、子ども自らが「良心による自己統治」を進めていく

よう「授業」を通して指導していきましょう。
カウンセリングだけでは不十分です。
道徳や学活の授業を通しての働きかけがきわめて重要です。

３，「和気・勇気・根気」を大切にして，学年で取り組んでください。
「道徳はなにやら難しそうだから・・・」と何もしないのが一番いけません。
同学年の先生方に伝えてください。

「うまくやろうなんて、おもわなくていい。
下手くそでいい。下手くそでいいのです。
先生の真心を、魂を、子どもたちに思いっきりぶつけてください。
教師として、正直に、誠実に、先生の真心からの授業で子どもたちに語りかけてください」と。
先生一人の頑張りでは，やはり弱いのです。
先生の頑張りをぜひ学年に広げていただきたい。
道徳授業の「基点・起点」となっていただきたい。

大事なことは、学年間に、「和気・勇気・根気」があることです。
学年にお互いを支え合い、励まし合う和やかな気分がある。
そして、みんなで、この資料を用いて授業やってみよう、という勇気がある。
失敗を恐れない勇気がある。
しかも、成果がすぐに現れなくとも、根気強く、何度も何度もチャレンジしていく粘り強さがある。

このような学年は、必ずや、子どもたちの心が美しく逞しくなり、人間としての成長が図られてい
きます。

どうか先生が「基点・起点」となり、「和気・勇気・根気」の３つの｢気」を大切にされて、学年で
ご実践に取り組まれますよう、お願い致します。
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